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総務・文教常任委員会視察
令和７年６月１４日千葉県多古町
圏央道「多古インターチェンジ」

圏央道、大栄ＪＣＴから松尾横芝ＩＣまでの延長１８．５ｋｍを平成３０
年から工事着工し、多古ＩＣまでの区間は来年開通予定。多古ＩＣ整備に
伴い、成田空港と隣接している立地を活かし企業誘致を進めている。　

多古ＩＣの工事の説明を受ける。
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千
葉
県
多
古
町
は

世
界
に
通
じ
る
日
本

の
玄
関
口
「
成
田
空

港
」
に
隣
接
し
て
い

な
が
ら
自
然
と
文
化
、

歴
史
に
恵
ま
れ
、
ゆ

っ
た
り
と
時
を
過
ご

せ
る
町
と
な
っ
て
お

り
、
圏
央
道
の
開
通

に
よ
り
、
陸
と
空
に

お
い
て
の
ア
ク
セ
ス

が
格
段
に
向
上
し
、

さ
ら
な
る
発
展
が
見

込
め
る
よ
う
に
な
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
あ
じ
さ
い
祭
り
で

は
心
配
さ
れ
た
雨
も

上
が
り
、
多
く
の
来

場
者
が
訪
れ
、
田
子

町
の
ブ
ー
ス
も
販
売

し
た
商
品
が
完
売
す

る
な
ど
、
好
評
を
博

し
て
い
ま
し
た
。

令和７年６月１５日
千葉県多古町　あじさい祭り

多古町の魅力が詰まった、“あじさい祭り”
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議案
番号

議案等の採決結果
　件名と主な内容
　賛成・・・〇　　反対・・・×
　欠席・・・欠　　退席・・・退
　議長は採決に加わらないため・・・－

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

議決
結果

尾
形　

憲
男

椛
本　

義
見

宮
村　

尚
哉

欠
端　

則
夫

山
崎　

美
代
志

山
﨑　

一
義

菊
地　

健
二

中
平　

美
賀
子

澤
口　

勝

令和７年田子町議会第２回定例会
報　告
第２号

○専決処分した事件の承認について（田子町町税条例等の一部改
正）・・・地方税法等の一部を改正する法律の公布等の一部改正に
伴い、関係条項を改正したもの。

原案
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報　告
第３号

○専決処分した事件の承認について（田子町承認地域経済牽引事業の
ために設置される施設に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一
部改正）・・・地方税法等の一部を改正する法律の公布等の一部改
正に伴い、関係条項を改正したもの。

原案
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報　告
第４号

○専決処分した事件の承認について（田子町国民健康保険税条例の
一部改正）・・・地方税法等の一部を改正する法律の公布等の一部
改正に伴い、関係条項を改正したもの。

原案
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報　告
第５号

○令和６年度田子町一般会計繰越明許費繰越計算書について・・・３
事業に係る経費を繰り越したため報告するもの。 報告 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報　告
第６号

○一般財団法人田子町にんにく国際交流協会令和７年度事業計画並
びに令和６年度事業報告及び決算について 報告 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報　告
第７号

○公益財団法人にんにくネットワーク令和７年度事業計画並びに令和
６年度事業報告及び決算について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第32号

○田子町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水
道技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正について・・・関
係政令の整備等及び経過措置に関する政令等が施行されたことに伴
い、関係条項を改正するもの。

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第33号

○田子町消防委員会委員の承認について・・・任期満了及び人事異
動による委員候補者の委嘱について議会の承認を求めるもの。

原案
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第34号

○田子町教育委員会委員の任命について・・・任期満了による委員
候補者の任命について議会の同意を求めるもの。

原案
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第35号 ○令和７年度田子町一般会計補正予算（第２号）について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第36号

○令和７年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１
号）について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第37号

○令和７年度田子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）
について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第36号

○令和７年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健
施設事業特別会計補正予算（第１号）について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

　
定
例
会

　

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
２

日
か
ら
６
月
５
日
ま
で
の
４
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
に
は
諸
般
の
報
告
、
議
案

の
上
程
・
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
４
日
の
一
般
質
問
に
は
３
名
の

議
員
が
登
壇
し
多
岐
に
わ
た
り
活
発
な

議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
に
は
議
案
の
審
議
、
議
員

員
派
遣
の
件
、
各
常
任
委
員
会
に
係
る

所
管
事
務
調
査
の
承
認
が
さ
れ
ま
し

た
。

　 

臨
時
会

　

 

令
和
７
年
第
２
回
臨
時
会
が
７
月
11

日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
２
件
の
上
程
・

説
明
・
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
田
子
町
議
会
定
例
会

臨
時
会
あ
ら
ま
し

下記、議案等の採決結果
については、時系列とな
ります。

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

議
員
活
動

P4〜 P5
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議案
番号

議案等の採決結果
　件名と主な内容
　賛成・・・〇　　反対・・・×
　欠席・・・欠　　退席・・・退
　議長は採決に加わらないため・・・－

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

議決
結果

尾
形　

憲
男

椛
本　

義
見

宮
村　

尚
哉

欠
端　

則
夫

山
崎　

美
代
志

山
﨑　

一
義

菊
地　

健
二

中
平　

美
賀
子

澤
口　

勝

令和７年田子町議会第２回臨時会
議　案
第40号 ○動産の買入れについて（消防ポンプ自動車購入） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第19号 ○令和７年度田子町一般会計補正予算（第３号）について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○総務・文教常任委員会・・・委員５名　
○産業・民生常任委員会・・・委員５名

○議会や町政に関する事項について、協議や調整を行います。
○提出予定の議案について事前説明を行います。

○議会の会期、議案等の取扱いやその他議会の運営に関する
    事項などの協議を行います。

○議案上程、一般質問、議案質疑や討論などを行います。
　予算や条例などは議会の議決を得て承認されます。

○定例会（議会）
町の施策、条例及び予算などを決定することを『本会議』といい、定期に一定期間だけ開
かれることから『定例会』といいます。
町では、年４回（３月・６月・９月・１２月）に行われています。

○臨時会
定例会の期間以外で決めなければならない事案が生じた際に、必要に応じて開かれる議会
を臨時会といいます。

○委員会
本会議だけでは時間がかかり十分な議論ができないことから、本会議で決議する前に各種
委員会による協議が行われ、委員会には、常任委員会・特別委員会・議会運営委員会の３
つがあります。
町には、『総務・文教常任委員会』『産業・民生常任委員会』『議会運営委員会』などがあり、
それぞれに担当する議員が選任されています。

○定例会までの流れ

各常任委員会

議員全員協議会

議会運営委員会

定例会（議会）

定例会とは？定例会とは？
定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

議
員
活
動

P4〜 P5

P6〜 P9

P10〜 P11
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務
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任
委
員
会
視
察

P2〜 P3
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一 般 質 問

６月定例会では６月４日に一般質問が行われ、

３人の議員が町政について質問をしました。
内容は、質問した議員が要約し広報委員会が調整したものです。
ＴＣＶでは録画放送を行っていますので、ぜひご覧ください。

○中平議員・・・Ｐ７
・介護認定について	 ・災害時の備えについて

○欠端議員・・・Ｐ８
・田子町の賃貸住宅について	 ・新規就農者育成総合対策について

○尾形議員・・・Ｐ９
・中学校の部活動について	 ・消防団について
・世紀越えトンネルについて

一般質問って
？
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カ
月
、
更
新
申
請
で
は
原
則
12
カ
月
で
、

状
況
に
応
じ
て
お
知
ら
せ
す
る
。

有
効
期
限
中
に
、
も
し
変
化
が
出

た
場
合
の
手
続
き
も
伺
う
。

対
象
者
の
状
態
変
化
時
は
、
区
分

変
更
申
請
を
行
い
、
通
常
の
申
請

手
続
き
と
同
様
に
進
め
る
。

災
活
動
で
の
消
防
団
員
へ
の
飲
み
物

や
、
被
災
市
町
村
へ
の
支
援
物
資
と
し

て
の
活
用
実
績
が
あ
る
。

備
蓄
し
て
い
る
水
の
他
に
、
町
独

自
の
水
の
活
用
方
法
は
。

災
害
時
、
水
道
本
管
を
通
じ
て
八

戸
圏
域
水
道
企
業
団
と
応
援
給
水

協
定
に
基
づ
き
相
互
支
援
す
る
。

介
護
認
定
に
つ
い
て
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
希
望
者
に
対
し

て
「
ど
の
よ
う
な
介
護
が
ど
の
程
度
必

要
か
」
判
定
す
る
た
め
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は
、

申
請
後
に
認
定
調
査
と
主
治
医
意

見
書
の
提
出
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を

基
に
認
定
審
査
会
で
要
介
護
度
を
判
定

し
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
開
始

さ
れ
る
。

認
定
証
は
ず
っ
と
有
効
な
の
か
。

ま
た
、
更
新
が
あ
る
場
合
に
は
ど

の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
か
。

要
介
護
認
定
の
有
効
期
限
は
、
初

回
申
請
や
区
分
変
更
で
は
原
則
６

災
害
時
の
備
え
に
対
し
て
、
ど
こ

に
何
を
備
蓄
し
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
の
主
な
装
備
品
は
、
防
災
資
機

材
（
発
電
機
、
毛
布
、
間
仕
切
り

な
ど
）、
食
料
品
（
飲
料
水
、
ア
ル
フ

ァ
米
、
パ
ン
な
ど
）、
衛
生
用
品
（
マ

ス
ク
、
紙
お
む
つ
、
消
毒
液
な
ど
）、

日
用
品
（
回
路
、
電
池
な
ど
）
と
な
っ

て
お
り
、
保
管
場
所
は
指
定
避
難
所
や

除
雪
格
納
庫
で
、
災
害
時
は
状
況
に
応

じ
て
避
難
所
へ
運
搬
す
る
。
備
蓄
品
は

期
限
前
に
更
新
し
、
防
災
訓
練
で
配
布

す
る
こ
と
で
意
識
向
上
を
図
っ
て
い

る
。

多
数
の
備
え
が
あ
る
中
か
ら
一
つ

「
水
」
に
つ
い
て
、
消
費
期
限
を

迎
え
た
水
の
再
利
活
用
に
つ
い
て
伺

う
。

町
が
備
蓄
す
る
水
は
保
存
期
限
が

10
年
で
、
期
限
を
迎
え
た
も
の
は
、

生
活
用
水
に
活
用
で
き
る
よ
う
保
管
し

て
い
る
。

　

期
限
間
近
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
火

中平 美賀子 議員

QQ

QQ

Q

ＡＡ

ＡＡ

Ａ

介
護
認
定
に
つ
い
て

災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て

介
護
認
定
・
災
害
の

備
え
に
つ
い
て

QＡ定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

議
員
活
動

P4〜 P5

P6〜 P9

P10〜 P11

総
務
・
文
教
常
任
委
員
会
視
察

P2〜 P3
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戸
・
上
ノ
平
３
戸
の
計
7
戸
と
な
る
。

な
お
、
野
月
団
地
に
於
い
て
は
、
築
50

年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将

来
の
用
途
廃
止
を
見
据
え
17
戸
は
入
居

を
見
合
わ
せ
て
い
る
。

新
規
町
営
住
宅
の
考
え
は
あ
る
か
。

令
和
３
年
度
に
改
訂
し
た
「
田
子

町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」

に
お
い
て
、
計
画
期
間
で
あ
る
令
和
13

年
度
に
お
け
る
公
営
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク

多
く
は
複
合
栽
培
で
に
ん
に
く
を

中
心
と
し
た
も
の
が
最
も
多
く
、

水
稲
や
葉
た
ば
こ
、
肉
用
繁
殖
牛
を
組

み
合
わ
せ
て
い
る
方
も
い
る
。

野
菜
で
は
枝
豆
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
、

ピ
ー
マ
ン
等
に
挑
戦
し
て
い
る
。

結
果
が
上
手
く
行
っ
て
い
な
い
方

へ
の
寄
り
添
い
方
は
ど
う
し
て
い

る
か
。今

行
き
詰
ま
っ
て
い
る
人
は
い
な

い
が
、
様
々
な
相
談
を
出
来
る
仕

組
み
を
作
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
ら
の

進
捗
度
合
い
は
違
う
も
の
の
離
農
や
補

助
金
返
還
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
は
無
い
。

引
き
続
き
必
要
な
対
策
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。

田
子
町
の
民
間
ア
パ
ー
ト
・
貸
家

の
空
き
と
い
う
物
は
ど
れ
位
有
る

か
把
握
し
て
い
る
の
か
。

町
内
の
賃
貸
の
ア
パ
ー
ト
や
戸
建

て
件
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

る
が
、
空
き
部
屋
状
況
に
つ
い
て
は
把

握
で
き
て
い
な
い
。

町
営
住
宅
の
空
き
部
屋
の
数
は
ど

れ
位
あ
る
か
。

町
が
設
置
す
る
住
宅
・
公
営
住
宅

法
に
基
づ
く
町
営
住
宅
と
し
て
、

野
月
団
地
65
戸
・
西
舘
野
団
地
40
戸
・

上
ノ
平
団
地
50
戸
の
計
１
５
５
戸
を
設

置
し
、
そ
の
他
、
町
が
独
自
に
設
置
す

る
若
者
定
住
促
進
住
宅
13
戸
・
個
別
住

宅
１
戸
を
設
置
し
、
総
戸
数
１
６
９
戸

で
あ
り
、
現
在
の
入
居
可
能
な
空
き
部

屋
の
数
は
、
野
月
３
戸
・
西
舘
野
１

数
を
１
１
０
戸
と
設
定
し
て
い
る
。
新

規
町
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
に
策
定
し
た
住
生
活
基
本
計
画
と

の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
民
間
住
宅
の
活

用
も
含
め
検
討
す
る
。

こ
の
事
業
の
今
ま
で
の
利
用
者
の

数
は
ど
れ
位
か
。

こ
の
事
業
は
、
49
歳
以
下
の
者
に

対
し
就
農
準
備
や
早
期
の
経
営
確

立
を
支
援
す
る
た
め
、
国
が
創
設
し
た

事
業
で
大
き
く
３
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

り
、
１
つ
目
は
、
就
農
開
始
時
に
機
械

等
を
購
入
の
た
め
一
度
に
上
限
７
５
０

万
円
の
交
付
を
受
け
る
事
業
、
２
つ
目

は
、
就
農
開
始
か
ら
最
大
３
年
間
上
限

１
５
０
万
円
を
交
付
さ
れ
る
事
業
、
３

つ
目
は
、
就
農
前
か
ら
営
農
大
学
校
等

の
国
が
認
め
た
専
修
学
校
を
在
学
中
に

年
間
上
限
１
５
０
円
を
最
大
２
年
間
の

交
付
を
受
け
る
事
業
が
あ
る
。

　

町
で
は
、
２
つ
目
の
事
業
の
期
限
が

終
了
し
た
方
が
19
人
、
現
在
交
付
を
受

け
て
い
る
方
が
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
作
物
に
挑
戦
し
て
い

る
か
。

欠端 則夫 議員

QQ

Q

Q Q

Q

ＡＡ

Ａ

Ａ

ＡＡ

田
子
町
の
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て

新
規
就
農
者
育
成

総
合
対
策
に
つ
い
て

町
賃
貸
住
宅
、

新
規
就
農
支
援
に
つ
い
て

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

議
員
活
動

P4〜 P5

P6〜 P9

P10〜 P11

総
務
・
文
教
常
任
委
員
会
視
察

P2〜 P3
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活
動
を
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
に
委

ね
る
「
地
域
移
行
」
で
あ
る
が
、
現
在

の
町
の
状
況
は
？

令
和
７
年
度
に
「
田
子
町
中
学
校

部
活
動
地
域
移
行
推
進
計
画
」
を

策
定
予
定
で
あ
り
、
こ
の
計
画
は
多
く

の
部
活
動
の
選
択
肢
を
生
徒
が
持
て
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

　

部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、「
部

活
動
指
導
員
制
度
」
の
導
入
、
ジ
ュ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
設
立
の
検
討
の
ほ
か
、
平
日

の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
学
校
側
が
所
管
す
る
が
、

将
来
的
に
は
平
日
も
含
め
た
完
全
移
行

へ
の
検
討
も
す
す
め
る
。

消
防
団
員
の
定
員
の
充
足
率
が
低

い
こ
と
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

長
年
に
わ
た
り
活
動
を
続
け
て
き

て
い
る
が
、
今
後
の
見
通
し
、
課

題
と
解
決
策
は
。

事
業
化
に
向
け
て
は
、
田
子
町
と

鹿
角
市
及
び
青
森
県
と
秋
田
県
の

４
者
が
足
並
み
を
揃
え
て
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
同
じ
時
期

に
同
じ
熱
量
で
進
め
て
い
く
こ
と
は
、

な
か
な
か
難
し
い
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
自
治
体
間
の
温
度
差
を
埋
め

ら
れ
る
よ
う
対
話
を
重
ね
て
い
く
。
ま

た
、
県
境
周
辺
市
町
村
を
巻
き
込
ん
で

路
線
整
備
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど

を
行
う
。

小
学
校
の
卒
業
式
と
中
学
校
の
入

学
式
の
人
数
の
違
い
は
？

進
学
時
「
区
域
外
就
学
」
制
度
を

利
用
し
、
町
外
の
中
学
校
に
進
む

生
徒
が
お
り
、
希
望
す
る
理
由
は
主
に
、

「
障
害
や
病
気
」「
通
学
距
離
や
保
護
者

の
勤
務
先
」「
希
望
す
る
部
活
動
」
で
あ

る
。

部
活
動
も
要
因
？
今
後
は
？

中
学
に
進
学
し
た
生
徒
の
中
に
は
部

活
動
が
理
由
で
あ
る
方
が
い
る
こ
と

を
把
握
し
て
い
る
。

　

今
後
の
部
活
動
の
種
類
数
な
ど
に
つ
い

て
、
検
討
を
進
め
る
。

国
で
は
、
少
子
化
や
教
員
へ
過
大

な
負
担
を
背
景
と
し
た
部
活
動
改

革
を
進
め
て
い
る
。
公
立
中
学
校
の
部

消
防
団
定
員
２
７
８
名
、
現
在
の

団
員
数
は
２
１
８
名
で
約
８
割
の

充
足
率
で
あ
る
。
団
員
確
保
の
対
策
と

し
て
、
年
額
報
酬
の
増
額
、
火
災
出
動

等
に
対
す
る
費
用
弁
償
か
ら
出
動
報
酬

へ
の
改
正
、
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
等

処
遇
改
善
を
行
っ
て
き
た
。

持
続
可
能
な
分
団
運
営
に
今
後
必

要
な
こ
と
、
問
題
点
に
つ
い
て
。

新
た
に
団
員
と
し
て
参
加
す
る
若

年
層
が
年
々
減
少
す
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
へ
の
帰
属
意
識
の
希
薄

化
が
生
じ
、
新
規
団
員
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
被
雇
用
者
で
あ
る
団

員
の
割
合
が
増
加
傾
向
で
あ
り
、
消
防

団
の
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

が
、
町
と
消
防
団
が
連
携
し
適
正
な
団

員
数
の
確
保
に
努
め
る
。

尾形 憲男 議員

QQQ

Q

Q

ＡＡ

Ａ

ＡＡ

ど
う
な
る
中
学
校
の
部
活
動

ど
う
な
る
消
防
団

ど
う
な
る
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル

部
活
動
・
消
防
団
・

ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

QＡ
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委
員
会
視
察
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令
和
７
年
５
月
21
日青

森
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

令
和
７
年
５
月
27
日　
正
副
議
長
研
修
会

議会だよりを手に取って読んでもらう。多くの自治体がこの
課題に直面しています。議員自らが動き記事を執筆し、町民
の関心を引く内容を提供し、読者の輪を広げられるようにデ
ザインの工夫・内容の多様化等に取り組んでいきます。

（宮村　尚哉）

東京国際フォーラムホールにおいて、全国の町村議会議長・副議長約
2,000名が参加し、地方自治の課題についての研鑽を積みました。

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

議
員
活
動
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P6〜 P9
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務
・
文
教
常
任
委
員
会
視
察

P2〜 P3
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令
和
７
年
７
月
10
日県

下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

市町村の行財政をめぐる重要課題や議会を取り巻く課題と対応の方
向、社会構造の変化を見据えての我が国の政治・経済の動向等につ
いて、各分野で活躍されている講師による講演を行います。

議会を傍聴しませんか！！
　田子町では３月に第１回定例会、６月に第２回定例会、９月に第３回定例会、１２
月に第４回定例会が行われ、随時、臨時会が開かれます。定例会は一般質問を含め会
期中は、基本的に傍聴することができます。
　※開会は前月末に行われる場合があります。
　※ＴＣＶでは編集して放送しています。
　※会期日程については田子町役場ホームページをご覧下さい。

地方議会議員の活動は、単に本会議（定例会・臨時会等）などの会議に
出席し、議案の審議などを行うだけでなく、当該地方公共団体の事務に
関し調査研究するための研修会等の活動や、住民代表として住民意思を
把握するための活動等、広域的かつ多岐にわたります。

会議等の名称 派遣場所 派遣期間 派遣議員

青森県町村議会広報研修会 青森市 ５月２１日 宮村・尾形・山﨑（一）

正副議長研修会 東京都 ５月２７日 澤口・尾形

総務・文教常任委員会視察研修会 多古町 ６月１４日 澤口・尾形・山﨑（一）

県下町村議会議員研修会 青森市 ７月１０日
澤口・尾形・山﨑（一）

菊地・中平

八戸圏域市町村連携中枢都市圏研修会 三戸町 ７月１５日 山﨑（一）・菊地・中平

議員活動出席状況
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各種委員会について
議員は各種委員会や各種協議会に所属しており、それぞれに任期が定
められています。

■発行／田子町議会　青森県三戸郡田子町大字田子字天神堂平８１　TEL 0179 -20 -7121 FAX 0179 -32 -4294
■編集／田子町議会広報編集委員会 ■メールアドレスtakko0601a@town.takko.lg.jp 【印刷】有限会社赤坂コピーライツジム

発
行
・
編
集
責
任
者　
　
　

　

議
長　
　
　

澤
口　
　

勝

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

（
１
２
４
号
）

　

委
員
長　
　

欠
端　

則
夫

　

副
委
員
長　

菊
地　

健
二

　

委
員　
　
　

尾
形　

憲
男

　
　
　
　
　
　

宮
村　

尚
哉

　
　
　
　
　
　

山
﨑　

一
義

執
筆
協
力

　
　
　
　
　
　

中
平
美
賀
子

　

今
号
も
ご
覧
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
議

会
の
動
き
を
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、

心
が
け
て
紙
面
作
り
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
温
暖
化
の
影
響

な
の
か
６
月
か
ら
夏
日
を

記
録
す
る
な
ど
、
年
々
気

温
が
上
昇
し
農
作
物
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
ほ

か
、
熱
中
症
も
心
配
さ
れ

ま
す
の
で
、
こ
ま
め
な
水

分
補
給
と
休
憩
を
し
っ
か

り
と
取
っ
て
い
た
だ
き
、

体
調
に
気
を
つ
け
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

（
宮
村　

尚
哉
）

つ
ぶ
や
き

名　称 任　期 委員数

総務・文教常任委員会 ２年 ５名（議長含）

産業・民生常任委員会 ２年 ５名（議長含）

議会運営委員会 ２年 ５名

二戸市・田子町道路組合議員 ４年 ５名

田子町消防委員会委員 ２年 ３名

世紀越えトンネル建設加速化市町議会
協議会 ４年 ５名

田子町県境不法投棄事案終結調査委員会 ４年 ３名

三戸町及び田子町教育研究協議会 ２年 ２名

二戸市・三戸町・田子町議会議員協議会 ２年 ４名

田子町地域安全推進協議会 ２年 １名

田子町農村活性化推進協議会 ４年 １名

田子町農作物美人華プロジェクト委員会 ２年 １名

田子町社会福祉協議会 ２年 １名

三戸地区防犯協会 ４年 １名


